
斎藤委員長のアピール!
安倍首相は本日午前の自民党両院議員総会で、９条改憲

について｢結党以来、党是として掲げてきた。とうとう実現

する時を迎えている。大きな責任を果たしていこう｣と述べ

て、本日からの通常国会もしくは秋の臨時国会において改

憲案を発議し、来年３月までには改憲国民投票を行うとい

う狙いをむき出しにしています。

2018年は改憲を絶対阻止する正念場です。職場でキャン

パスで、地域で街頭で、そして国会前で、労働運動と学生

運動を軸にして、改憲と朝鮮侵略戦争に絶対反対の大きな

うねりをつくり出していきましょう！

そのためにも、｢職場･キャンパスに憲法がまったくない、

労働者･学生の権利が破壊されている｣現状をひっくり返し

ていかなければなりません。憲法が空文化している、もし

くは連合をはじめ既存の労働組合がその現状に闘おうとし

ない、そして｢リベラル｣と言われるような勢力はむしろ現

場での憲法破壊に手を貸している。このような状況では、

｢改憲阻止｣を自分自身の問題として訴える労働者がいなく
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福島から改憲･戦争を止めよう

原発･オリンピックを打ち砕こう
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なるのは当たり前です。憲法をもう一度労働者自身の手に

取り戻そう。｢国民のため｣という曖昧な言葉で、憲法の中

でまともに守られているのは第１条の天皇制条項だけ。こ

ういう状況を、現場からひっくり返す具体的な力と運動を、

この一年間でともに甦らせていきましょう！

戦争動員体制構築は、ますます全社会で進んでいます。

今朝、首都圏で初めてのミサイル避難訓練が行われました。

｢この避難訓練は戦争動員のためのものだ｣と訴えて後楽園

一帯で宣伝活動を行った仲間も、本日国会前に駆けつけて

います。一つひとつの行動を積み重ねながら、労働現場や

大学の現場で闘って闘って、団結によって自分の誇りを守っ

て生きていく社会をつくっていきましょう。

変わるべきは私たちの側です。｢政治を変えよう｣といく

ら言っても、国会の中では憲法よりも現実の方が優先され

てしまうんだから、そんな議論は意味がない。みんなが｢許

せない｣と思っている現実を僕ら自身の日常から変えていき

ましょう。改憲･戦争と｢働き方改革｣を阻止するために、闘

う力を甦らせよう。社会を動かしている労働者の力、青年･

学生の力を示していこう。安倍政権に対して、｢僕ら自身の

生きる権利が何よりも優先されるべきだ｣ということを証明

する闘いを叩きつけていきましょう！

法政大学(田中優子総長)は2010年以来９年連続で、

全学連を対象に｢法大入試期間中(２月５～16日)の情宣

(ビラまきなど)禁止仮処分｣を申し立てました。断じて

許すことはできません！

法大が求める仮処分の内容は、｢全学連の情宣で法大

の『営業権』が侵害されるから、入試期間中に法大キャ

ンパスの半径250㍍以内で情宣したら100万円の罰金を

支払え｣というものです。

｢営業権｣とは、資本のカネもうけのための権利です。

｢営業権｣｢施設管理権｣など｢資本の論理｣で学生の権利

をはく奪するやり方は、この間の京都大や広島大、東

北大とまったく同じです。まさに教育の私物化！

仮処分をめぐる簡易裁判である審尋が、１月23日(火)

に東京地裁で行われました。法政大の代理人である中

村克己弁護士は｢(全学連の情宣活動が法大の営業に)著

しく回復困難な損害｣を与えるおそれがあり、｢保護者

や学生の苦情｣があるから情宣禁止は正当だと主張して

います。しかし、そうした｢苦情｣もこの２年間は存在

しないことが審尋で明らかとなりました。｢全学連の宣

伝活動は一切禁止する｣という｢憲法停止状態｣をつくり

出そうとしているのが法大資本であり、そのお先棒を

担いでいるのが司法権力です。これは、安倍政権の進

める改憲･朝鮮侵略戦争、そして共謀罪攻撃と一体です。

｢営業権｣｢施設管理権｣を振りかざして大学を支配し

ようとする資本の攻撃をはね返し、うち破ることがで

きるは学生の団結した闘いのみです。｢情宣禁止｣仮処

分策動を粉砕し、受験生との大合流をかちとろう！ 法

大－首都圏から学生運動をつくり出そう！（全学連Ａ）


